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11 － 9　データの不完全性に対応した大地震後の地震活動および地震動ハザードの準
リアルタイム時空間予測に関する研究開発
Research and Development of Quasi-Real-Time Spatiotemporal Forecasting 
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大地震発生後の初動段階は避難・救助・復旧などの防災行動が取られる重要なフェーズであり，
防災行動策定に資する地震活動推移やその地震動ハザードに関する信頼性の高い情報を作成・提供
することが求められる．しかし，大地震発生直後は利用可能な観測データが限られるため，情報の
迅速性と信頼性の両立が課題となっている．
情報科学を活用した地震調査研究プロジェクト（STAR-E プロジェクト）の研究課題「地震デー

タの不完全性に対応した地震活動およびそれに伴う揺れの準リアルタイム時空間予測に関する研究
開発」では，大地震直後の余震地震動ハザード情報作成に向けて，地震カタログに基づくアプロー
チ 1),2),3) と地震動データに基づくアプローチ 4),5) の両面で研究開発を進めた（第 1 図・第 2 図）．そ
の結果，それぞれのハザード評価スキームを確立するとともに，内陸地震の実記録を用いて有効性
を確認した．さらに，両アプローチの統合に向けた基礎的な検討 6) を行い，試験的に情報統合を実
施した．これらの成果により，「短期的余震ハザード予測」の研究分野を大きく進展させることが
できた．
このほか，3 次元グリーン関数を用いた沖合地震の高精度 CMT 解カタログの作成 7),8)，ベイズ推

定の導入・揺れの飽和の補正などの極値統計解析手法の高度化 4)，ガウス過程回帰を用いた地震動
指標・地震動波形の空間補間手法の開発 9)，およびハイブリッドアプローチに基づく Site specific
な地震動予測モデルの開発 10),11) など，多数の研究成果 12),13),14),15) を挙げた．今後は，大地震直後の
自動震源決定・即時震源域推定・予測スキームなどについてさらなる高度化を図るとともに，海溝
型巨大地震への展開・研究成果の社会実装への取り組みを進めていく必要がある．
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第 1 図  地震カタログデータを用いた余震地震動ハザード予測の例．地震発生 6 時間後から 1 日間の震度 4 以上の
揺れに関する予測超過期待値（上段）と観測超過頻度（下段）を，2016 年熊本地震最大前震（左列）およ
び本震（右列）で比較．Kubo and Shiomi2) の図を改変．

Fig. 1  Example of aftershock ground-motion hazard forecasting using earthquake catalog data. Forecasted exceedance 
expectations for JMA seismic intensity 4 or greater during the one-day period starting 6 hours after the earthquake 
occurrence (top row) and observed exceedance frequencies (bottom row) are compared for the largest foreshock (left 
column) and the mainshock (right column) of the 2016 Kumamoto earthquake sequence. Modified from Kubo and 
Shiomi2).

第 2 図  地震動データを用いた余震地震動ハザード予測 4) の概要図．

Fig. 2  Overview of the forecasting method for aftershock ground-motion hazard using ground-motion data4).
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